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１、自民党４月２８日までに「新・新憲法草案」を発表予定 

 自民党は、１月２２日の党大会で「消費税増税と憲法改正」を柱とする２０１２年運動方針を決め

た。この中で見過ごすことのできないのは、「０５年に決めた新憲法草案を踏まえ、今年４月２８日

までに、新たな憲法改正案を策定し、国会への提出を目指す」と明記したことだ。自民党の「自主

憲法案」は、０５年に新憲法草案となって姿を現した。憲法前文の書き換えによって、現憲法の「国

民主権、平和主義、基本的人権の尊重」の原則を歪めた。９条２項の全面的な書き換えによって、

「戦力の不保持と交戦権の否認」を削除した。「自衛軍の創設」「軍事裁判所の設置」「国際協力活

動への参加」「国内の治安維持」等、これまでの平和憲法とは似ても似つかない内容に変質させ

ている。 

２、平和憲法は立派に国民の命を守ってきた。 

 １９４７年５月３日、日本国憲法は誕生した。「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのな

いやうにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する」と、

日本の進むべき道を世界中の人たちに約束した。あれから６５年、日本が戦場になることはなかっ

た。第２次世界大戦後、朝鮮戦争、ベトナム戦争、アフガン戦争、イラク戦争と、小さな戦争を含め

れば戦火の止むことはなかった。こうした中で、日本は、国家の命令によって他国の人々を殺害す

ることはなかったし、また、殺されることもなかった。アメリカから「戦争参加」を迫られたことは、１

度や２度ではない。その度ごとに、多くの国民は平和憲法を盾にして、戦争への参加を拒否してき

た。平和憲法は、日本人の命を立派に守ってきたのだ。日本が戦争に加わらなかったことによっ

て、どれだけ大きく国際貢献をしたか言うまでもない。 

３、嘉手納基地を返せ、辺野古への移設は認めない 

 今年の４月２８日は、サンフランシスコ講和条約発効から６０年目にあたる。世界各国との戦争を

終結させ、独立国家として承認されたということは喜ばしいことではあったが、その裏で、日米安

保条約がアメリカによって押し付けられた。現在でも、全国８８カ所に米軍施設があり、４万人が駐

留している。米国は、さまざまな口実を設けて、これらの軍事基地を自由に使ってきた。日本の政

府も、また、それを認めてきた。しかし、今や沖縄の人たちはそれを認めない。「嘉手納基地を返

せ、辺野古への移設は認めない」が、党派を超えた沖縄の人たちの声となっている。平和憲法の

精神に立ち返って物事を考えれば、沖縄の人たちの声に軍配が上がる。 

 日米安保条約はいらない。ましてや自民党の改憲草案など認めるわけにはいかない。 

 

憲法改悪の動きが 
いっそう激しくなってきた！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆秋葉区９条の会事務局からのお願い☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋葉区のすみずみまで響かそう、 

皆でつなぐ、平和のメッセージを！ 

 

一つ人の生き血をすすり・・・ 
若井 浩（金沢町 2） 

 いやはや、野田政権は「どじょう」などと庶民

っぽい看板を掲げたものの、「税と社会保障の

一体改革」と称して、その実、増税と社会保障

改悪を国民に押しつけようとしているノダ。多

くの国民は増税の前にやることが沢山あると

思っている。「仕分け」から逃げのびた不要な各

種事業、政党助成金３２０億円。無駄なダム…、

いろいろあろうが何といっても大きいのは軍事

費だろう。 

 軍事費けずって福祉に回せ、この正しいスロ

ーガンを最近、耳にしなくなったのではない

か？自衛隊から戦争、軍事的要素をはぎ取り

（これが軍事費けずれである）、日本内外の災

害救助隊に改組、改変する、日本非武装中立

化、軍隊的なき国家、かくありたいものだと思

う。戦後６６年間、日本が「平和的で」ありえたの

は、米国の核の傘の下にあったから？自衛隊と

いう戦力を保持してきたから？ 

 私はそうした皮相なものではなく、国民の先

の大戦への痛苦な反省と平和への希求力であ

ると思う。非武装論には、戸締り論、丸腰論、平

和ボケ論など様々な悪罵が投げつけられてき

た。非武装反対論者は、余程、戦争が好きなの

か。戦争は外交の延長だから、酔っぱらいのケ

ンカの様に、すぐには殴り合いとはならない。 

 一方、東電は電気料金値上げを言い出した。

原発事故を起こした責任を棚に上げ、結果を他

者になすりつけようという、盗人猛々しいとは

このことだ。「一つ人の生き血をすすり、二つ不

埒な悪行三昧、三つ醜い浮世の鬼を退治してく

れよう…」。橋下・石原「連合」もヒトラーが台頭

してきたような感じで、不気味。先ほどの「一つ

…」の決めゼリフは、桃太郎侍だが、民主もダ

メ、自公もダメ、橋・石はファシズムとなれば、

「世直し桃太郎政党」はどこだ？を真剣に考え

たい昨今の政治状況だ。 

 私は、今まで戦争の映画を見たり、話を

聞いたりすると、いつでも戦争は恐ろしい

ものだと感じました。 

子供のころは、戦争のない時代に生まれて

良かったというだけの考え方でしたが、よ

く考えてみると、なぜ人は戦争をするのだ

ろうと考えてしまいます。 

いろんな考え方、欲望などでけんかをした

りして戦争につながっているのだと思いま

す。なぜ、みんな仲良く暮らすことができな

いのかなあと不思議に思います。 

 私たちは仲良く暮らしていけばそれだけ

で平和ではないでしょうか。 

人間は、時々、意見の違いでけんかをする

こともあるでしょう。でも、それで人を殺し

ては意見もありません。 

人間はみんなで協力し合ったり、助け合っ

たりしていくのが一番平和だと思います。 

１、会員は現在約２８０人です。もう一回り

増やしたいと考えています。憲法９条

を守りたい人なら誰でも入れます。入

会金は２００円です。毎年、６回の通信を

お届けします。 

２、財政は講演会などを実施した時の「協

力金」で賄っています。活動資金として

は十分ではありません。カンパへのご

協力をお願いします。 

３、各地域や自分の周りで“９条を語る会”

を開いてください。 

４、秋葉区９条の会のニュースに載せる

「平和のメッセージ」の原稿を募集して

います。字数は８００字以内です。 

なぜ、みんな仲良くしないのだろう？ 

仲良くすれば戦争はなくなるのに？ 

柿島史恵（吉岡町） 


